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 56-3500のいち動物公園

新しい仲間 カナダヤマアラシ の巻

戦
死
せ
り
榎
の
実
鉄
砲
撃
ち
つ
く
し

野
に
向
か
い
食
う
八
月
の
白
い
飯

か
な
女
忌
の
白
い
シ
ー
ツ
が
乾
き
き
る

人
斬
り
以
蔵
の
母
の
忌
な
ら
ば
萩
供
う

鉄
路
行
く
遠
く
憲
法
九
条
立
つ

秋
の
日
の
猫
が
あ
そ
び
に
く
る
工
場

秋
夕
焼
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
子
が
帰
る

「
母
生
き
よ
」
と
サ
ル
ビ
ア
の
苗
植
え
て
い
る

青
葡
萄
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
眠
る

夕
立
へ
部
活
の
ボ
ー
ト
ぐ
い
ぐ
い
漕
ぐ

鬼
灯
や
堪
忍
袋
は
ど
こ
に
あ
る

秋
天
に
乗
馬
の
靴
の
先
と
が
る

曼
珠
沙
華
い
っ
ぽ
ん
神
戸
異
人
館

は
ね
返
る
予
感
の
巻
尺
青
葉
騒

灼
熱
陽
弾
く
球
児
の
声
響
く

揺
れ
や
す
し
母
の
五
体
も
コ
ス
モ
ス
も

森
　
　
武
司

井
上
　
真
実

岸
田
　
房
子

山
本
　
　
房

　
高
橋
　
栄
子

畠
中
　
康
雄

　
井
上
　
育
子

池
上
　
美
恵

い
ず
み
し
づ

高
橋
芙
美
子

藤
野
　
晃
歩

安
丸
　
秀
美

影
山
　
公
子

小
松
　
宏
子

門
田
み
つ
子

尾
﨑
　
百
代

花
野
句
会

文
芸
文
芸

 動物のおはなし

 動物のおはなし
⑳

ひ
と 

 

き

あ
お 

 

ば 
 

ざ
い

い
　
ぞ
う

は
ぎ

ほ
う
ず
き

あ
き
ゆ
う
や
け

ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

野
　
市

香
我
美

12
月
お
は
な
し
会 野市図書館より　　　56-3434

夜須図書室より　　　54-2121

●休館（室）日

 （香我美・野市図書館)12月/3・10・13・17・23・24・27～1月/4

（夜須図書室)12月/24・29～1月/3

（吉川図書室)12月/2・9・16・23・24・28～1月/4

おいでよ!まちの図書館へ
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５
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『つばさよつばさ』　　浅田次郎/著

　浅田次郎というペンネームの由来、なぜ

エジプト人が日本人に「ヤマモトヤーマ」と

叫ぶのかなど、一年の三分の一を旅に費や

す著者のエッセイ集。

　今年もはや師走。なにかと気ぜわしい中、

奥深い作品を書く浅田氏ならではの文体に、

しばし時を忘れてください。

◆十二の嘘と十二の真実　　　          あさのあつこ/著

◆望みは何と訊かれたら　　　             小池真理子/著 

◆旬の味 登紀子ばぁばの料理教室から   鈴木登紀子/著

◆競争しても学力行き止まり　　　          福田誠治/著

　

◆ふたりはクリスマスで イローナ・ロジャース さく/え 

◆リサとサンタクロース 

                                 ゲオルグ・ハレンスレーベン/え

◆はたらきもののトラック、キング　    松本州平/作・絵

◆エルマーとにじ　　　    デビット・マッキー ぶんとえ

《
大
人
向
け
》     

《
子
ど
も
向
け
》

◆おひとりさまの老後　　　   　　上野千鶴子/著

◆夜明けの縁をさ迷う人々　　　　　小川洋子/著

◆カルナ　　　　　  　　　　　　　　長月海雨/著

◆戦場のニーナ　　　　　　　　　なかにし礼/著 

　

◆イラスト版行事食・歳事食　　　　坂本廣子/著

◆ハンタイおばけ　　　　　トム・マックレイ/文

　　　　　　　　　　エレナ・オドリオゾーラ/絵

◆NO.６ #６　  　　　　　　　　あさのあつこ/著
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＊今月の一冊＊
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県立のいち動物公園発

『ホワ物語』　　西村光一郎/著

Pick
 up!
Pick
 up!

＊＊＊図書館からのお知らせ＊＊＊
　12/11（火）～12/25(火)までの期間、貸し出し

冊数を１人10冊に増やします。冬休みに読む本

をたくさん借りるチャンスです！

　幼稚園の園長・西村さんと赤い糸で結ばれて

いた運命の子犬・ホワとの出会いから別れまで

をつづった愛いっぱいのすばら

しく感動的なエッセイです。

　昨年から今年にかけて高知新

聞に連載されていましたので、

すでに読まれている人も多いと

思いますが、加筆もされていま

すので本書でもまたホワに会っ

てみてください。
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。
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 ６月から温帯の森ゾーンに久々のニューフェイスとして、カナダヤマア

ラシの展示を始めたのをご存じでしょうか。アライグマが、おばあさんの

１頭だけになったことを機会にリニューアルしたのです。

 ６月から温帯の森ゾーンに久々のニューフェイスとして、カナダヤマア

ラシの展示を始めたのをご存じでしょうか。アライグマが、おばあさんの

１頭だけになったことを機会にリニューアルしました。

革手袋に刺さったトゲ
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＊


